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１． 本特集の概要 

本特集『多文化異文化交流と学園都市的食生活』は，以下の３本の論文から成る． 

第一論文・・地域と生協と大学（樫田・山下・相原・山本） 

第二論文・・健康的な生活のあり方と多文化理解（山下・樫田・相原・山本） 

第三論文・・世代間交流から考えた健康的な食生活習慣（相原・樫田・山下・山本） 

これらはいずれも，同一の研究費，すなわち，平成 27年度神戸研究学園都市交流推

進協議会共同研究助成（助成タイトル「未来の学園都市―世代間・異文化間・大学内

外間交流の促進による健康で多文化共生的な学園都市的食生活を、生協食堂における

『健康栄養相談会のワークショップ化』を通して獲得する―」，研究代表：樫田美雄，

期間：2015 年８月～2017 年 3 月）を受け実施された研究と調査に基づいている．支

援して下さった交流推進協議会関係者，調査に応じて下さった多くのインフォーマン

トの皆さん，及び栄養相談会において協力して下さった神戸市外国語大学消費生活協

同組合関係者に篤く御礼申し上げたい． 

 

２．本特集の背景 

この特集の背景として，3つ指摘しておきたい．第一は，学園都市という背景である．

駅名は「学園都市」であるが，地域住民と大学の結びつきは必ずしも強くはなかった．

そういう中で，交流イベントを栄養相談会と食事会という 2 つの形で打ってある程度

交流に先鞭をつけることができたのは，今回の成果であろう．第二は，生協という背

景である．神戸市外国語大学消費生活協同組合は，2 つの質の異なる大学（外国語大

学と看護大学）を職域としていたが，その多様性を活かしたビジネスモデルになって

なかった．第三は，２つの大学という背景である．神戸市外国語大学と神戸市看護大

学はいずれも公立であり，今のところいずれも定員割れはしていない．しかし，大学

改革にそれゆえ，乗り遅れ気味である．この点を考えるきっかけが必要だった．これ

らの背景が，以下の３論文にあることを踏まえて，読んでいただければと思う． 
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【編集後記】 

 『現象と秩序』第 7号をお届けします．巻頭の特集『多文化異文化交流と学園都市的食

生活』は，神戸市看護大学教員，神戸市外国語大学教員，および，神戸市外国語大学消費

生活協同組合職員が共同で申請した研究経費に基づいてなされた研究をベースにしたもの

です．高齢化が進行しつつある，神戸市郊外のニュータウンという事情や，留学生が比較

的多い外語大と，一人もいない看護大という事情に基づいた研究がなされていますが，そ

の一方で，全国の地域や大学と同時代的状況を共有している面もあります．そういう眼で

見て頂ければ幸いです． 

特集以外の論説では，まず，飯田論文は、幼児に関するエスノメソドロジー・会話分析

研究の成果です．幼児と母と祖母の 3 者間で，カテゴリーに関する理解の摺り合わせが複

雑に高度に達成されていることが明白にわかる論考になっています． 

桃井論文も，画像を大量に用いた授業研究になっています．また，アクティブ・ラーニ

ング研究にもなっていて，その点では，特集の第一論文とも関連しています． 

篠島ほか論文は，ALS 療養者のさまざまな工夫を扱った論文です．足の指で絵を描くに

あたって，かつて建築関係の仕事で使っていた製図ソフトが流用されています．経路依存

性研究としての質を持っているように思われます． 

藤野ほか論文は，女子車椅子バスケットボール研究が扱われています．関西に１チーム

しか女子チームがない，ということで，通常は強化の困難が帰結されると思われるのに，

インタビューによれば，国際大会準備として男子チームに混じって練習することが有効だ，

という話になっています．一種の思わざる効果研究として成立していると思います． 

  次号には、特集：『社会学を基盤にした（ソーシャルワーク系）新専門職の可能性』が

掲載される見込みです．ご期待ください．                (Y.K.) 
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